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以
前
、
大
原
中
学
校
で
は
兵
法
二
天

一
流
剣
術
の
授
業
を
実
施
し
て
い
た

が
、
近
年
そ
の
授
業
は
途
絶
え
て
い

た
。
前
任
の
保
健
体
育
科
教
員
で
あ
る

近
田
有
氏
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

宮
本
武
蔵
の
二
天
一
流
を
授
業
に
取
り

入
れ
た
い
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
の
事

業
で
あ
る
武
道
等
指
導
充
実
資
質
向
上

支
援
事
業
を
活
用
し
、
兵
法
二
天
一
流

剣
術
の
外
部
指
導
者
を
要
請
。
県
教
委

か
ら
岡
山
県
剣
道
連
盟
へ
と
推
薦
依
頼

が
な
さ
れ
、
同
校
に
千
原
一
夫
氏
が
派

遣
さ
れ
た
。
千
原
一
夫
氏
は
元
学
校

長
、
現
在
は
宮
本
武
蔵
顕
彰
会
の
会
長

を
務
め
、
大
原
地
区
で
の
小
・
中
・
高

校
生
の
剣
道
大
会
な
ど
で
も
〝
実
行
委

員
長
〟
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
よ
り
二
天
一
流
の
授
業

を
開
始
し
、
今
回
で
３
年
目
を
迎
え

た
。
近
田
教
諭
は
人
事
異
動
と
な
り
、

現
在
、
外
部
指
導
者
と
し
て
は
引
き
続

き
千
原
氏
が
、
大
原
中
学
校
側
は
井
上

重
徳
教
諭
が
主
と
し
て
授
業
を
実
践
し

て
い
る
。
井
上
教
諭
は
剣
道
を
専
門
と

　

岡
山
県
美み

ま

作さ
か

市し

の
大
原
地
区
は
剣
聖
宮み

や

本も
と

武む

蔵さ
し

生
誕
の
地
と
し
て
知
ら

れ
、
旧
跡
、
名
所
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。
近
年
「
武
蔵
の
里
」
と
し
て
開

発
が
進
み
、
２
０
０
０
年
に
は
刀
の
鍔つ
ば

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
外
観
デ
ザ
イ
ン

の
宮
本
武
蔵
顕
彰
武
蔵
武
道
館
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
３
年
に
は
大

河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
」
が
放
映
さ
れ
、
全
国
的
に
も
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。

　

そ
の
「
武
蔵
の
里
」
を
眼
下
に
し
た
高
台
に
美
作
市
立
大
原
中
学
校
は
位

置
す
る
。
確
か
な
学
力
の
育
成
や
特
色
あ
る
活
動
を
教
育
方
針
に
掲
げ
、
１

年
生
１
ク
ラ
ス
37
人
、
２
年
生
２
ク
ラ
ス
45
人
、
３
年
生
２
ク
ラ
ス
42
人
の

計
124
名
が
、
学
業
・
部
活
動
に
励
ん
で
い
る
。
２
年
生
に
は
、
武
蔵
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
兵へ
い

法ほ
う

二に
て

天ん
い

一ち
り

流ゅ
う

剣
術
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
11
月
15

日
、
同
校
を
訪
ね
、
２
年
生
の
兵
法
二
天
一
流
剣
術
の
授
業
と
1
年
生
の
剣

道
の
授
業
を
取
材
し
た
。

複
数
種
目
授
業
の
実
践
報
告
と
課
題
⑲
（
兵
法
二
天
一
流
剣
術
・
剣
道
）

美
作
市
立
大
原
中
学
校

し
て
い
る
が
、
二
天
一
流
の
経
験
は
な

く
、
教
材
研
究
の
た
め
、
千
原
氏
の
も

と
で
週
に
１
回
、
稽
古
を
し
て
い
る
。

　

二
天
一
流
の
授
業
は
、
２
年
生
の
10

月
第
２
週
よ
り
始
ま
り
、
11
月
下
旬
ま

で
に
計
10
時
間
の
授
業
を
実
施
す
る
。

２
ク
ラ
ス
合
同
、
男
女
共
習
で
、
指
導

は
千
原
氏
が
行
い
、
授
業
は
井
上
教
諭

を
中
心
に
計
２
名
の
教
諭
で
行
っ
て
い

る
。
同
時
期
に
１
年
生
は
、
剣
道
の
授

業
が
井
上
教
諭
を
中
心
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
３
年
生
は
、
学
校

と
し
て
球
技
を
選
択
し
て
い
る
。
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概
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⑴　

兵
法
二
天
一
流
剣
術
（
２
年
生
）

　

外
部
指
導
者
の
千
原
氏
は
、
３
年

間
、
生
徒
を
指
導
し
て
き
て
「
生
徒
た

ち
が
意
識
し
て
自
主
的
に
行
動
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
宮
本
武
蔵
『
五ご
り

輪ん
の

書し
ょ

』
の
「
地

の
巻
」（
基
礎
的
な
心
構
え
が
示
さ
れ

て
い
る
巻
）
の
第
八
「
わ
ず
か
な
る
事

に
も
気
を
付
く
る
事
」
を
授
業
の
中
で

教
え
る
。「
今
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

こ
れ
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
」
と
千

原
氏
は
語
る
。
指
導
者
か
ら
授
業
で
最

も
注
意
し
て
ほ
し
い
事
項
を
、
宮
本
武

蔵
の
こ
と
ば
を
媒
体
と
し
て
、
生
徒
に

伝
え
る
。
生
徒
が
二
天
一
流
の
授
業
に

夢
中
に
な
れ
ば
、
大
変
説
得
力
の
あ
る

注
意
事
項
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

実
技
で
は
、
打
太
刀
と
仕
太
刀
に
分

か
れ
て
行
う
「
形
」
を
中
心
に
行
っ
て

い
る
。
太
刀
勢
法
の
三
本
と
し
て
「
指さ
っ

先せ
ん

」「
八は
っ

相そ
う

左ひ
だ
り」「
受
う
け
な

流が
し

左ひ
だ
り」
と
二
刀
の

形
を
行
っ
て
い
る
。

高台に位置する大原中学校 刀の鍔をモチーフにした外観の宮本武蔵顕彰武蔵武道館

武蔵神社にある武蔵の墓
（養子の伊織が武蔵の里に分骨したと伝えられている）

武蔵の里五輪坊の敷地内にある「青年期宮本武蔵像」
（17歳の青年期の武蔵が表現されている）

２
年　

�

武
道　

剣
道
（
二
天
一
流
）
指
導

計
画

１
時
間
目　

模
範
演
武
（
太
刀
勢
法　

八

相
左
・
指
先
・
受
流
左
）、
所
作
、
歩

行
（
つ
ま
先
上
が
り
）、木
刀
の
持
ち
方
、

素
振
り

２
時
間
目　

構
え
（
中
段
・
八
相
・
下
段
・

胸
構
え
）、
太
刀
勢
法　

八
相
左

３
時
間
目　

太
刀
勢
法　

指
先

４
時
間
目　

太
刀
勢
法　

受
流
左

５
時
間
目　

お
さ
ら
い　

太
刀
勢
法　

八

相
左
・
指
先
・
受
流
左

６
時
間
目　

二
刀　

構
え
（
中
段
・
下
段
）、

素
振
り

７
時
間
目　

二
刀
合
口　

切
差
打
留

８
時
間
目　

太
刀
勢
法　

八
相
左
・
指
先
・

受
流
左　

復
習
、
練
習

９
時
間
目　

太
刀
勢
法　

八
相
左
・
指
先
・

受
流
左　

練
習
（
ペ
ア
）

10
時
間
目　

発
表
会　

太
刀
勢
法　

八
相

左
・
指
先
・
受
流
左
、
ま
と
め　

振
り

返
り
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取
材
し
た
当
日
は
、
８
時
間
目
の
一

刀
の
形
、
太
刀
勢
法
の
三
本
の
授
業
が

行
わ
れ
て
い
た
。
は
じ
め
に
、
千
原

氏
、
井
上
教
諭
で
模
範
演
武
を
披
露
。

生
徒
は
同
性
同
士
で
２
人
一
組
と
な

り
、
全
体
指
導
を
受
け
て
い
る
。「
八

相
左
」
で
は
、
八
相
の
構
え
か
ら
「
打

太
刀
」
は
右
足
か
ら
３
歩
進
み
、
機
を

見
て
正
面
に
「
カ
ー
」
と
気
合
い
を
入

れ
な
が
ら
打
ち
込
む
。「
仕
太
刀
」
は

右
足
か
ら
３
歩
進
み
、
体
を
右
に
か
わ

し
「
ト
ー
」
と
気
合
い
を
入
れ
て
打
太

刀
の
左
ひ
だ
り

袈け

裟さ

を
斬
る
。
中
段
に
構
え

て
、
残
心
。
互
い
に
小
さ
く
５
歩
下
が

り
中
段
に
構
え
る
。
以
上
が
一
連
の
動

作
と
な
る
。

　

生
徒
た
ち
は
千
原
氏
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
反
復
練
習
を
繰
り
返
す
。
練

習
の
最
後
に
ペ
ア
で
打
太
刀
、
仕
太
刀

を
自
由
に
決
め
て
行
っ
た
。
千
原
氏

は
、
授
業
に
お
い
て
生
徒
が
気
合
い
を

入
れ
て
発
声
す
る
よ
う
に
注
意
を
払
っ

て
い
る
。

　

授
業
の
最
後
に
千
原
氏
よ
り
「
皆
さ

ん
、
短
い
期
間
で
す
ご
く
か
っ
こ
よ
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
気
合
い
を
入
れ

れ
ば
も
っ
と
よ
く
な
り
ま
す
。
何
人
か

は
ふ
ざ
け
て
い
ま
し
た
が
、
決
し
て
木

刀
を
振
り
回
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
お

互
い
に
我
慢
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
と
２
時
間

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
終
わ
り
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

最
後
の
２
時
間
は
、
本
日
の
反
復
練

習
を
行
い
、
技
の
精
度
を
上
げ
て
、
最

後
に
は
今
ま
で
行
っ
た
技
で
の
発
表
会

が
な
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
。

「
本
数
は
多
く
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
少
な
い
け
れ
ど
、
生
徒
た
ち
は

少
し
ず
つ
技
に
慣
れ
て
い
っ
て
い
ま

す
」
と
千
原
氏
は
授
業
の
感
想
を
述
べ

た
。

▽
生
徒
の
感
想
（
２
年
女
子
）

「
二
天
一
流
は
剣
道
と
足
運
び
も
異
な

り
、
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
足
の
さ

ば
き
方
も
覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。

剣
道
の
方
が
楽
し
い
で
す
。
二
刀
の
形

も
授
業
で
行
い
ま
し
た
が
、
難
し
か
っ

た
で
す
。
で
も
２
本
の
木
刀
を
使
っ
た

こ
と
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
の
で
、

そ
の
意
味
で
は
面
白
か
っ
た
で
す
」

⑵　

剣
道
（
１
年
生
）

　

井
上
教
諭
を
中
心
と
し
て
、
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
木
刀
を
使
用
し
た
実

技
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

始
め
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
使
用
し

て
井
上
教
諭
よ
り
、一
本
打
の
技
「
面
・

小
手
・
胴
」
と
、抜
き
技
「
面
―
抜
き
胴
」

が
説
明
さ
れ
た
。
武
道
で
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
体
育
の
授
業
で
は
よ
り

学
習
効
果
が
高
ま
る
よ
う
に
視
覚
、
聴

覚
を
刺
激
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

　

一
本
打
の
技
の
実
技
後
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
曲
「
ネ
リ
ー
ブ
ラ
イ
」
の
音
楽

に
あ
わ
せ
て
リ
ズ
ム
剣
道
が
実
践
さ
れ

た
。
リ
ズ
ム
剣
道
と
は
、
小
久
保
昇
治

氏
が
発
案
し
、
日
本
武
道
館
と
全
日
本

剣
道
連
盟
が
主
催
す
る
全
国
剣
道
指
導

者
研
修
会（
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
）で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。井
上
教
諭
も
平
成
23
年
、

広
島
県
福
山
市
で
行
わ
れ
た
中
国
ブ
ロ

ッ
ク
の
研
修
会
を
受
講
し
て
い
る
。

　

抜
き
技
「
面
―
抜
き
胴
」
で
は
生
徒

た
ち
は
打
太
刀
、
仕
太
刀
の
役
割
を
交

互
に
変
え
な
が
ら
反
復
練
習
を
繰
り
返

し
た
。

　

授
業
の
最
後
に
井
上
教
諭
よ
り
「
抜

き
技
は
面
白
か
っ
た
で
す
か
」
と
生
徒

に
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
挙
手
の

数
は
「
面
白
か
っ
た
」
３
人
、「
難
し

か
っ
た
」
約
10
人
で
あ
っ
た
。

▽
生
徒
の
感
想
（
１
年
男
子
）

「
剣
道
授
業
で
は
面
抜
き
胴
が
難
し
か

っ
た
で
す
。
で
も
来
年
の
兵
法
二
天
一

流
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

１ ２ ３ ４ ５ ６ま
と
め

授
業
実
践

◯
◯
◯
◯
◯
◯

加
茂
市
武
道
実
行

委
員
会

兵
法
二
天
一
流
剣
術

実
施
の
経
緯
と
授
業
概
要

兵
法
二
天
一
流
剣
術
と

剣
道
の
授
業
を
通
し
て

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

　

井
上
教
諭
は
、
二
天
一
流
と
剣
道
の

授
業
を
通
し
て
、
感
じ
る
こ
と
が
い
く

つ
か
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

　

一
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
教
員

の
考
え
方
は
あ
る
と
は
思
う
が
、「
地

１年生による剣道の授業

井上教諭による一本打ちの技の説明

千原氏による指導井上教諭と剣道部の生徒による模範 ２年生による兵法二天一流の授業

１
年　

�

武
道　

剣
道
（
木
刀
に
よ
る
剣
道

基
本
技
稽
古
法
）
指
導
計
画

１
時
間
目　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
剣

道
の
歴
史
と
文
化
）、
礼
法
、
所
作
、

木
刀
の
名
称
と
扱
い
方

２
時
間
目　

足
捌
き　

新
聞
紙
を
使
っ
た

す
り
足
練
習
、
す
り
足
鬼
ご
っ
こ

３
時
間
目　

剣
道
じ
ゃ
ん
け
ん
、構
え
（
中

段
）、
木
刀
に
よ
る
新
聞
斬
り
、素
振
り

４
時
間
目　

太
刀
さ
ば
き
（
ピ
ン
ポ
ン
玉

飛
ば
し
）、
空
間
打
突
（
面
・
小
手
）

５
時
間
目　

空
間
打
突
（
面
・
小
手
・
胴
）、

リ
ズ
ム
剣
道

６
時
間
目　

木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽

古
法　

一
本
打
ち
の
技
（
面
・
小
手
・
胴
）

７
時
間
目　

木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽

古
法　

抜
き
技
（
面
―
抜
き
胴
）

８
時
間
目　

木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽

古
法　

返
し
技
（
面
―
返
し
胴
）

９
時
間
目　

木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽

古
法　

一
本
打
ち
の
技
・
抜
き
技
・
返

し
技　

練
習
（
ペ
ア
）

10
時
間
目　

発
表
会
、ま
と
め　
振
り
返
り
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の
差
は
感
じ
た
。
そ
し
て
大
原
中
で

は
、
古
流
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
た

め
、
参
考
と
な
る
授
業
教
本
と
い
う
も

の
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
教
員
が
現
場

に
あ
っ
た
授
業
形
態
を
手
探
り
で
考
え

て
い
る
こ
と
が
非
常
に
良
く
見
え
て
く

る
。
今
後
も
大
原
中
に
お
い
て
二
天
一

流
の
授
業
が
継
続
実
施
さ
れ
、
武
道
授

業
が
よ
り
良
い
も
の
へ
と
展
開
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

最
後
に
井
上
教
諭
か
ら
授
業
を
終
え

て
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
本
校
勤
務
２
年
目
と
な
り
、
２
年
生

は
従
来
に
引
き
続
き
二
天
一
流
を
、
１

年
生
は
次
年
度
を
見
据
え
た
木
刀
に
よ

る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
。
２
年

生
で
は
二
天
一
流
を
学
ぶ
中
で
宮
本
武

蔵
の
教
え
を
説
き
な
が
ら
、
緊
張
感
と

礼
の
心
を
持
つ
こ
と
に
主
眼
を
置
い

た
。
１
年
生
で
は
、
楽
し
さ
の
中
に
礼

の
心
と
相
手
を
尊
重
し
感
謝
す
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
を
心
が
け
た
。
地
元
の

授
業
協
力
者
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
、

非
日
常
の
空
間
を
授
業
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
緊
張
感
あ
る
授
業
展
開

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
」

１ ２ ３ ４ ５ ６ま
と
め

授
業
実
践

◯
◯
◯
◯
◯
◯

加
茂
市
武
道
実
行

委
員
会

兵
法
二
天
一
流
剣
術

実
施
の
経
緯
と
授
業
概
要

兵
法
二
天
一
流
剣
術
と

剣
道
の
授
業
を
通
し
て

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

「
将
来
、
生
徒
た
ち
は
大
学
生
、
社
会

人
と
な
り
、
各
々
、
別
々
の
地
域
で
生

活
を
営
む
よ
う
に
な
る
。
美
作
市
を
出

て
都
会
に
移
る
者
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
時
、『
自
分
は
岡
山
県
美
作
市

の
出
身
で
あ
り
、
美
作
と
い
え
ば
武
蔵

生
誕
の
地
。
中
学
校
の
武
道
授
業
で
は

そ
の
武
蔵
の
兵
法
二
天
一
流
を
学
び
ま

し
た
』
こ
の
よ
う
な
自
己
紹
介
を
行
っ

て
ほ
し
い
。
二
天
一
流
授
業
の
最
終
到

達
地
点
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
」
大
原
中

学
校
の
岡
本
浩
明
校
長
と
井
上
教
諭
は

口
を
揃
え
て
語
っ
て
く
れ
た
。

　

剣
聖
に
ゆ
か
り
あ
る
地
域
で
実
施
し

て
い
る
古
武
道
の
授
業
は
、
全
国
的
な

広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

そ
の
地
域
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む

こ
と
に
は
適
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
宮
本
武
蔵
生
誕
の

地
に
お
い
て
、
兵
法
二
天
一
流
剣
術
の

授
業
が
続
け
ら
れ
、
生
徒
に
は
さ
ら
に

地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
本
誌
＝
長
澤
克
成
）

域
の
人
材
活
用
を
す
れ
ば
教
員
の
人
事

異
動
に
か
か
わ
ら
ず
、
継
続
し
て
安
定

し
た
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
こ
と
だ
。
自
身
も
数
年
た
て
ば
、

大
原
中
を
離
れ
る
時
が
く
る
。
次
の
保

健
体
育
科
教
員
は
剣
道
の
専
門
家
と
は

限
ら
な
い
。
し
か
し
、
千
原
氏
が
お
ら

れ
れ
ば
、
大
原
中
に
お
い
て
二
天
一
流

の
授
業
は
実
施
で
き
る
だ
ろ
う
。
井
上

教
諭
は
こ
う
実
感
し
た
と
言
う
。

　

ま
た
も
う
一
つ
は
、「
平
成
27
年
の

１
年
生
の
剣
道
授
業
で
は
竹
刀
を
使
用

し
た
実
技
を
行
っ
た
が
、
本
年
は
主
に

『
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
』

に
切
り
替
え
た
」
と
い
う
。「
や
は
り

大
原
中
の
武
道
授
業
の
ゴ
ー
ル
は
２
年

生
の
兵
法
二
天
一
流
の
形
に
あ
る
。
そ

の
た
め
、
１
年
生
か
ら
木
刀
を
実
技
で

使
用
し
、
木
刀
の
基
本
的
な
操
作
方

法
を
学
び
、
２
年
生
の
授
業
に
つ
な
げ

た
方
が
、
よ
り
二
天
一
流
の
授
業
の
学

習
効
果
は
高
く
な
る
は
ず
だ
」
と
の
考

え
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
昨
年
木
刀

の
授
業
を
行
っ
て
い
な
い
２
年
生
と
、

木
刀
は
危
険
で
あ
り
刀
で
あ
る
と
常
に

指
導
し
て
い
る
１
年
生
で
は
、
木
刀
の

扱
い
方
に
意
識
の
差
が
出
て
い
る
と
い

う
。
確
か
に
取
材
中
も
木
刀
の
扱
い
方兵法二天一流剣術の授業大修館書店

〒113-8541 東京都文京区湯島2-1-1　☎03-3868-2651（販売部）   http://www.taishukan.co.jp　◉定価＝本体＋税

【最近の主な特集】

小･中･高･大学の体育指導者や専攻学生を主対象に、体育･スポーツの諸問題を、幅広い教育的視点から毎回特
集形式で編集。学校現場の課題解決に、よりよい授業実践に、教材開発や授業研究に、最新の話題入手に、理
論武装に、役立つ情報を満載しています。また、新しい学習指導要領に対応した内容も豊富です。

■年間購読料9,856円（定期購読のお申し込みは小社ホームページで）

体育科教育
研究と実践の架け橋になる月刊専門誌

毎月14日発売

本体830円
〈B5判〉

◉【学習指導要領の改訂】主体的･対話的で
　深い学びを体育でどう実現するか
◉学びのデジタル革命は体育をどう変えるか
◉いま、リレーの魅力を掘り下げる！
◉被災地の子どもの支援に学校体育ができること
◉保健体育とＬＧＢＴを考える
◉いま、水泳の授業をどう創るか
◉「チーム学校」と体育･保健･部活動
◉組体操･組立体操は変われるか、どう変わるべきか　…ほか

◉B5判・104頁・２色刷 本体1,500円

剣士なら知っておきたい
「からだ」のこと
武士の動きや相撲の立ち合いなどを
例に、どのようにからだを使えば素早
い打突が可能になるのか、二軸動作
の理論を中心に解説。

木寺英史、小田伸午［著］

剣士なら知っておきたい

大修館のロングセラー 武道関連書

二軸動作で剣道は変わる！

◉A5判・212頁・２色刷 本体1,200円

スポーツＶコース・シリーズ
柔道教室
柔道指導の第一人者の著者が、多様
で複雑な柔道の技術を膨大な写真に
よって系統的にまとめた教程方式の
技術書。

醍醐敏郎［著］

初心者から有段者まで学べる！

◉A5判・228頁 本体2,300円

詳説 弓道

弓道の射法に中心をおき、その技術
を図と写真を用いて詳説した。弓道を
より深めようとする愛好者・選手・指
導者の必携書。

小笠原清信、白石 暁［著］

刊行から40年超 不朽の名著

◉A5判・306頁 本体2,300円

武道論

教育の場における武道の必要性、戦
前・戦中と現在の武道の違い、武道の
国際化の必要性など、国際社会にお
ける日本武道の役割を明らかにする。

富木謙治 ［著］

武道はどのような価値を持つ文化なのか

46刷!! 11刷!!

3刷!! 7刷!!


